
第２回 史跡作山古墳調査指導委員会 

 

日  時  令和６年１２月１７日（火） 

午前１０時３０分～午後４時 

場  所  ・会   議 総社市保健センター２階 

保健指導室・集団指導室 

・現地視察  史跡作山古墳 

                

１  開  会 

２  市長挨拶 

３  議  事 

（１）作山古墳の現状と課題について 

  （２）現時点での作山古墳の本質的価値について 

  （３）トレンチ設定場所について 

  （４）次年度予定について 

  （５）その他 

４  現地視察 

５  その他 

６  閉会 
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　進一
しんいち

総社市産業部観光プロジェクト課　主査
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（１）作山古墳の現状と課題について

現状 課題 
トレンチ

番号

調
査
・
研
究

総社市が保有している墳丘測量図は，平板による

25㎝コンターの測量図である。 

現在の研究水準に適した墳丘のデジタル測量が必

要である（三次元測量及び赤色立体図）。 

後世の地形改変によって墳端部が削平を受けてお

り，墳丘規模が未確定である。 

必要な位置にトレンチを設定し，墳丘規模を確定さ

せる必要がある。 

T1～T6・T8

～T13 

後円部は楕円形を呈する。 必要な位置にトレンチを設定し，確認する。 T8～T14 

前方部突出部の性格が不明である。 必要な位置にトレンチを設定し，確認する。 T1～T3 

北側造出の南側に位置する張り出し部の性格が不

明である。 
必要な位置にトレンチを設定し，確認する。 

T5 

丘陵を利用して墳丘を築造したと言われている

が，詳細は不明である。 
必要な位置にトレンチを設定し，確認する。 

T1～T4・T6・

T8～T15 

周堤・周濠の有無が明らかでない。 
周堤・周濠の痕跡と言われている箇所にトレンチを

設定し，調査を実施する。 

T4～T7 

墳丘周辺部の加工状況が未確認である。 
「作山段」や南側の残丘部にトレンチを設定し，加

工状況を確認する必要がある。 

T1・T2・T12・

T13 

南側の造出の有無もしくはその位置が不明であ

る。 

所有者の同意や関係者の理解を得て，将来的には民

有地の公有地化を進め，調査を行う必要がある。 

史跡地内の南東に陪塚とされている高まりが認め

られる。 

民有地内にある高まり部について，古墳かどうかを

確認する必要がある。 

陪塚の有無が明らかにされていない。 
三須１号墳，２号墳（野宮古墳）の性格を明らかに

する必要がある。 

葺石や埴輪列の外表施設が断片的に確認されてい

る。 
外表施設の配置状況を明らかにする必要がある。 

全トレンチ 

形態差が指摘されている円筒埴輪や様々な形象埴

輪が出土している。 

悉皆的な調査を行い，詳細を明らかにする必要があ

る。 

当地域の作山古墳築造後の首長墳の系譜はある程

度判明しているものの，こうもり塚古墳の築造，さ

らには備中国分寺・国分尼寺建立に至るまでの政

治的・社会的な動態が不明確である。 

広い視点に基づいて，当地域の政治的・社会的な動

態を解明する調査・研究を行う必要がある。 

保
護
・
保
存

未盗掘であり，墳端部以外は良好に保存されてい

る。 
現状を維持するような保護措置を講ずる。 

後世の地形改変によって崖面となっている墳端部

が，近年の大雨等により，崩落する危険性が指摘さ

れている。 

崖面が所在している場所は主に民有地であること

から，所有者の同意を得て保護措置を講ずる必要が

ある。 

墳丘が浸食されている部分が認められる。 浸食が進まないように，保護措置を講ずる。 

墳丘と一体的に保護・保存すべき墳丘周辺部の様

子が明らかではない。 

必要な位置にトレンチを設定し，周辺部の状況を確

認する。 

T1・T2・T4・

T5・T7 

史跡指定地内に民有地が含まれているため，一体

的な保護・保存ができていない。 

所有者の同意や関係者の理解を得て，将来的には民

有地の公有地化を進め，史跡を確実に保護・保存す

る。 

下草狩りが年１回（晩秋～初冬）のみのため，初夏

～秋の季節には下草が繁茂し見学しづらい。 
維持管理費の増額を図る。 

松枯れが進み，樹木の倒壊が指摘されている。 定期的な巡回を増やし，危険な立木を撤去する。 

活
用

トイレや駐車場が整備されている。

駐車場へのアプローチ道路も含め，大型バスに対応

した整備を行う必要がある。また，適切な維持・管

理を行う。 

見学路が未整備である。 
墳丘の現状を変えることなく整備をする必要があ

る。 

見学者が民有地へ立入る。 立入り禁止看板等の設置が必要である。 

ガイダンス施設がない。 ガイダンス施設等を設置する必要がある。 
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（２）現時点での作山古墳の本質的価値について

１ 全国第１０位の墳丘規模である巨大前方後円墳 

２ 築造当時の姿が良好に保存されている巨大前方後円墳 

３ 自由に立ち入ることが可能な巨大前方後円墳 

４ 交通の要衝に立地している巨大前方後円墳 

５ （旧地形に規制された墳形を呈する前方後円墳） 

（３）トレンチ設定場所について

将来にわたる保存と活用・整備に関する基礎データを得るため，墳丘規模及び形態や外表施

設（葺石や埴輪など）の配置状況，さらには墳丘と一体的に保護・保存すべき範囲を明らかに

することができる場所にトレンチを設定する（別紙参照）。 

（４）次年度予定について

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

指導委員会等 

第 1 回    第２回 

発掘調査等 

資料整理 

公開・活用 

市民に作山古墳の価値が周知されていない。 

総社市の広報媒体による広報，講演会の開催，パン

フレット等の刊行を通して，作山古墳の価値及び重

要性を積極的に周知する必要がある。

周辺の史跡（造山古墳・こうもり塚古墳など）との

連携が不足している。 

県や岡山市などの関係自治体との連携体制を構築

する。 

学校教育や生涯学習との連携が不足している 

アンケート等の実施から学校現場等のニーズを把

握し，それに沿った活用方法を関係部署等と検討

し，連携体制を構築する。

観光や地域振興の視点に立った活用方法が検討さ

れていない。 

市関係部署や地域団体と連携して，魅力向上を図れ

るような活用方法を検討する。 

調査準備・外表施設の確認 

発掘調査・地質調査 

調査の評価・次年度調査準備 

埴輪の悉皆調査・胎土分析等 

現地説明会 

活用方法の検討（教育現場や地元へのアンケート等），SNS を利用した広報等 

出土遺物の検討 

講演会 

現地指導（県内委員２回，県外委員１回） 
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　史跡作山古墳調査区位置図＜予定＞（1/2,000） 

赤 ： 史跡指定範囲

緑 ： 埋蔵文化財包蔵地範囲

水色 ： 市有地境界

黄色 ： 墳丘復元図

青 ： 後円部径 175ｍライン

※民有地 （残丘 ・ 「作山段」 等） の発掘調査については，土地所有者と調整中のため，場所の変更もある。
各トレンチの長さは計画段階の最大長であり，調査状況によっては縮小する場合もある。
墳丘周辺の平坦地部分のトレンチ (T4 ～ T7， T9， T10， T12， T13) は，状況によって幅 2ｍとなる場合がある。 また，平坦部で周濠 ・ 周堤
等が検出されなかった場合は，トレンチの縮小もしくは別地点への変更も考えている。
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